
様式第 18号 連結散水設備の概要表記載要領 

 

① 設 置 場 所  ・スプリンクラー設備その２（様式第３－２号）に準ずる。 

② 種 別  ・同上 

③ 製 造 者 名  ・同上 

④ 名称（溶融温度）  ・同上 

⑤ 個 数 （ 総 数 ）  ・同上 

⑥ 水 平 距 離  ・同上 

⑦ 最 大 送 水 区 域  ・送水区域のうち、最大のものの面積及びヘッド数を記入する。 

⑧ 階 別  ・ヘッド免除部分のある階を記入する。 

⑨ 用 途  ・階ごとにヘッド免除部分の用途を記入する。 

⑩ 面 積 区 画  ・50㎡以下に区画したことにより、ヘッドが免除される部分の各階の

区画の合計面積を記入する。 

⑪ 用 途 区 画  ・区画用途によりヘッドが免除される部分の各階の区画の合計面積を

記入する。 

⑫ 区 画 方 法  ・ヘッド免除部分の区画の方法を記入する。記入できないときは、図

示し、その旨を記入する。 

⑬ 設 置 場 所  ・対象棟の周囲に設置する場合、当該棟からの方角又は設置場所名を

記入し、その他の場合、設置場所名を記入する。 

⑭ 個 数  ・単口、双口の別で該当するものを選択し、その個数を記入する。 

⑮ 地盤面からの高さ  ・送水口の地盤面からの高さを記入する。（0.5ｍ以上１ｍ以下又は地

盤面からの深さが 0.3ｍ以内の箇所とする。） 

⑯ 呼 び 径  ・送水口の結合金具の呼称径を記入する。 

⑰ 系 統 図 の 有 無  ・該当するものを選択する。 

⑱ 配 管 等  ・屋内消火栓設備等（様式第２号）に準ずる。 

⑲ そ の 他  ・湿式の場合には、水源の設置場所、容量を記入する。 

 



連 結 散 水 設 備 の 概 要 表 

様式第 18号 

①

設 

置 

場 

所 

階 別 地下２ 階 地下１ 階 階 階 階 

用 途 機械室・倉庫 倉庫・駐車場    

床 面 積 315.2 ㎡ 425.3 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 

放 水 区 域 数 １ ２    

ヘ

ッ

ド 

②種    別 開放型 開放型    

③製 造 者 名 ○○○ ○○○    

④名    称 

（溶融温度） 

型 

（    ℃） 

型 

（    ℃） 

型 

（    ℃） 

型 

（    ℃） 

型 

（    ℃） 

⑤個    数 

総数（27 個） 
８ 個 19 個 個 個 個 

⑥水 平 距 離 3.7 ｍ 3.7 ｍ ｍ ｍ ｍ 

⑦最大 

送水 

区域 

面積 74.7 ㎡ 100.5 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 

ﾍｯﾄﾞ数 ８ 個 10 個 個 個 個 

ヘ

ッ

ド

免

除

部

分 

⑧階    別 地下２ 階 地下１ 階    

⑨用    途 
機械室・電気

室・階段 

倉庫・便所・

階段 
   

区 画

面 積 

⑩面積

区 画 
㎡ 215.1 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 

⑪用途

区 画 
240.5 ㎡ 25.2 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 

⑫ 区 画 方 法 
各区画とも 

耐火構造 

特定防火設備 

各区画とも 

耐火構造 

特定防火設備 
   

送

水

口 

⑬設置場所 1階西玄関 

⑭個  数 単口   個 ・ 双口   1 個 ⑮地盤面からの高さ 0.7 ｍ 

⑯呼 び 径 ６５ ㎜ ⑰系 統 図 の 有 無 有  ・ 無 

⑱
配
管
等 

種別 乾式・湿式 材質 
JIS 
Ｇ 3452 

主管

口径 
80 ㎜ 

送水口から最遠ヘ

ッドまでの配管長 
31ｍ 

選択弁 個 数 ３ 個 地盤面か らの高さ 0.7 ｍ 

⑲

そ

の

他 

 

備考 １ この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とすること。 

   ２ 選択肢の併記してある欄は、該当事項を○で囲むこと。 

② 


